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Ⅲ 風水害編 

第 1 章 災害想定 

１水害 

 鶴見区では、河川(外水)氾濫、内水氾濫と一部地域で南海トラフ巨大地震に

よる津波と台風による高潮被害が発生する可能性があります。 

 

・河川氾濫 

 河川氾濫とは、ゲリラ豪雨などにより河川の水位や流量が異常に増え、堤防よりも水位が高くなってあふれた

ときや、堤防が壊れて河川の水が市街地に流れ込むことです。 

 以下、河川氾濫を想定する浸水予報河川と浸水想定区域を示します。鶴見区では、淀川、寝屋川・第二寝屋川・

平野川・平野川分水路・古川が氾濫した場合に大きな災害となる可能性があります。 
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・内水氾濫 

 内水氾濫とは、市街地に降った雨が、本来であれば側溝や下水道で排水さ

れるところ、一時的に排水量を上回る雨が降り排水が追い付かなくなってそ

の場に雨水がたまったり、土地の低いところに高い所から流入することによ

り建物や道路が雨水につかってしまうことです。 

 鶴見区でも台風や近年のゲリラ豪雨などにより、一部の地域で内水氾濫による浸水が発生しています。 

 

 

  

浸水想定区域

図 
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２ 台風・局地的集中豪雨(いわゆるゲリラ豪雨) 

 熱帯や亜熱帯の海上で発生した低気圧(熱帯低気圧)のうち、中心付近の最

大風速がおよそ 17m/s 以上になったものを台風と呼びます。台風は、日本

付近に停滞する前線の活動を活性化させ大雨を降らせます。 

 また、近年、限られた地域で短時間に降る局地的豪雨のため浸水被害が多

発しています。この集中豪雨がもたらす積乱雲(入道雲)は、短時間で急激に発

達するため、台風などと異なり、予測が非常に困難です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■風水害の情報を得るためのツール 

○大阪市降雨情報 

大阪市建設局では、降雨観測用レーダー「オークレーダー」の観測結果と国土交通省近畿地方整

備局が設置している「X バンド MP レーダー」の観測結果とをあわせて、大阪管区気象台が発表

する大阪府の大雨警報、大雨注意報などの気象警報の一部を提供しています。 

・大阪市建設局「大阪市降雨情報」ページの URL…http://www.ame.city.osaka.lg.jp/pweb/ 

 

○レーダー・ナウキャスト(降水情報) 

気象庁のホームページで、気象レーダーによる 5 分ごとの降水強度分布観測と、降水ナウキャス

トによる 5 分ごとの 60 分先までの降水強度分布予測等を閲覧できます。 

・レーダー・ナウキャスト(降雨情報)の URL…http://www.jma.go.jp/jp/radnowc 
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第２章 基本理念 

 「大阪市地域防災計画」には、風水害についても、「自助」「共助」「公助」の３本柱を軸とした防災対策をと

ることが基本理念として謳われています。 

→詳しくは、Ⅱ 震災編 第 2 章防災の基本理念（10 ページ）をご覧ください。 

第３章 風水害への備え 

１ 自助 

 「自分(家族)の命を自分で守ること」 

(１)風水害から身を守るために 

①気象情報に注意する 

 テレビやラジオ、電話(１７７)、インターネットなどを利用して、気象庁から発表される警報・注意報や、

区役所・消防署からの情報に注意しましょう。 

 また、むやみに外出しないようにしましょう。止むを得ず外出する際は、天気予報を確認し、少しでも危険

を感じる場所には近づかないようにしましょう。特に堤防・海辺・河川への見物は事故のもとです。 

 

(２)風水害に対する日ごろの備え家庭で準備できること 

 定期的に家の中や周囲をチェックしておきましょう。風雨が強まってから屋根などの補強をするのは非常に

危険です。絶対にやめましょう。 
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２ 共助 「地域の皆さんで助け合うこと」 

(１)風水害時に避難するときは「まだ大丈夫」「自分だけは大丈夫」と思

い込まず、早めに避難することが命を守るポイントです。テレビやラジ

オ、防災行政無線（小学校や区役所等に設置された屋外スピーカー）か

らの情報に注意して、早めの避難を心がけましょう。 

 また、ご近所に避難行動要支援者がいる場合は、隣近所に声をかけて

集団で避難するなどの配慮に努めましょう。集団で避難する際には、は

ぐれないように体の一部をロープなどで結んで避難するとよいでしょ

う。特に高齢者や病人、子どもなどは背負い、安全を確保しましょう。 

※その他、避難所における配慮事項などについては、Ⅱ震災編に同じで

す。詳しくは、19 ページをご覧ください。 

 

３ 公助 「行政による支援」 

(１)動員計画 

 災害が発生・拡大するおそれがある場合に応急対策活動を迅速かつ的確に行うに必要な職員の動員配備を定

めています。動員計画については、24 ページをご覧ください。 

 台風接近時には、台風の進路・規模に応じた種別の動員を発令します。 

 勤務時間外に大雨・洪水警報が発表された場合は、職員２～５名が区役所に参集し、災害対応にあたりま

す。 

 また、特別警報が発表された場合、1 号動員の指令（24 ページ参照）があったものとして、全職員が参集

して災害対応にあたります。 

(２)具体的な行動 

 速やかに災害対応を行うため、あらかじめ行動内容を定めています。 

 具体的には、 

・区役所ホームページやツイッターなどを活用し、区民の皆さんに警報発令状況(大雨・暴風雨)を周知 

・消防署、警察署、建設局などから被害情報を収集 

・区民の方からの問合せに対して関係部署へ連絡 

・必要に応じて、避難所を開設 

 などの対応を行います。 
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◎既に安全な避難が難しい状況です。 
◎自宅の上階や、崖から離れた部屋に 
 移動するなど、少しでも身の安全を 

 確保するための行動を！ 
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